
平成２９年度第３回村上市介護保険運営協議会 会議録 

 

１．開催日時：平成３０年１月１０日（火）午後１時３０分～午後３時２０分 

 

２．開催場所：村上市役所 大会議室（４階） 

 

３．出 席 者：（敬称略） 

【出席委員】阿部 正一、野澤 十治、中山 正美、大滝 春子、秋山 久子、山下ゆかり 

戸澤 和夫、石井 雄士、田巻 清美、斎藤 和憲、佐藤 充博、土岐 裕也 

木村 直昭、高原  繁、鈴木 圭子、青山 育美、西村  治、富樫 勇巳 

遠山 たつ   １９名 

   【欠席委員】野沢  悟    １名 

【事 務 局】介護高齢課 小田課長、大滝課長補佐、小池係長、近藤係長、田中センター長、 

田嶋係長、五十嵐係長、渋谷係長、保健医療課 信田課長   ９名 

 

４．会議次第 

１．開  会 

 

２．あいさつ  西村会長 

 

３．議  題  村上市高齢者福祉保健計画・第７期介護保険事業計画（案）について 

 ①第１章 計画の基本的事項（事務局：説明） 

【質問・意見】 

 ○委 員：３ページ、下から４行目。「平成３７年度における長期的な目標を」とある一方で、

７ページの１行目、「平成３７年度を見据えつつ」とあるが、平成３７年度の長期的

目標はあるのか。 

 ○事務局：３７ページからの基本理念・基本目標に向かって推進していく。それが長期的目標と 

      考えている。 

 ○委 員：というより、平成３７年度の目標であればそれで良いが、表記としては「平成３７年

度を見据えつつ」だと思う。 

 ○委 員：１０４ページには、将来的な保険料水準等の想定とあるが。 

 ○事務局：数値の目標は１０４ページのものが目標となる。 

 

 ②第２章 高齢者の現状と将来の見込み（説明省略） 

【質問・意見】 

○委 員：１３ページ。高齢者生活実態調査とは、在宅介護実態調査と日常生活圏域ニーズ調査

を併せた調査のことを言うのか。 

 ○事務局：国で言う介護予防・日常生活圏域ニーズ調査を、市では高齢者生活実態調査として実

施した。同ページ第２節のタイトルも直す必要がある。 

 

 ③第３章 計画の基本理念と基本目標（事務局：説明） 

 【質問・意見】 

○委 員：３８ページ。２ ふれあいと支え合いによる地域づくりの最後の３行は、一歩を踏み

出すチャンス作りが見える表記が良いと思う。 

 ○事務局：参考にさせていただきたい。 

  



 ④第４章 施策の方向性 

 【質問・意見】 

○委 員：４８ページの表と４９ページ以降の事業内容が突合していない。 

 ○事務局：記載誤りのため修正する。 

○委 員：山間地での買い物支援を行っているという説明があったが、山間地でなくても高齢者

が買い物をできないために、自分は週に２回ボランティアをやっている。 

     送迎のお願いだけでなく配達も依頼されており、止めたくても止められない事情があ

る。そういったところに支援していただきたい。 

 ○事務局：山北地区では会を立ち上げているが、その他の地区はこれから検討していく。 

  

   ⑤第５章 介護サービス量の見込みなど 

 【質問・意見】 

 ○委 員：今回の法改正で共生型サービスとあるが、それに該当する施設はあるのか。もう１点、

特養の待機者もいっぱいいるが、今回の整備計画でそれら待機者を解消できるのか。 

 ○事務局：共生型サービスについては今後、条例改正が伴う。該当する施設はある。 

      特養の待機者については、本年１１月末時点で３４５人の待機者があり、そのうち、

在宅の人は約半数。さらにその半数程度は短期入所のロングステイであり、本当の在

宅の人は８０人程度かと推測する。年間で１２０～１３０人の退所が見込まれている

ことから、長く待っても１年以内で入所できる計算となる。 

      また、第６期計画では実際、ミニ特養を２事業所公募したにも関わらず、１事業所の

応募だけであり、人材確保と資金力の両方に問題があるように聞いている。 

 ○委 員：要介護２以下の人は特養に入りたくても入れない。介護難民を発生させない長期的な

支援をお願いしたい。 

 ○事務局：要介護１、２の人でも特養に特例入所扱いで入所できる。 

 ○委 員：共生型サービスについて、今回の計画に位置付けるのか。３７ページの基本理念には

地域共生社会の実現に向けて、と記載がある。実際に施設でも６５歳以上の人で、障

害者であれば障害のデイサービスを利用する。 

 ○委 員：共生型サービスを今後条例化ということだが、条例にないから入れないのではなく、

言葉として盛り込んでおく必要があると思う。 

 

 ⑥第６章 サービスの円滑な提供を図るための事業 

 【質問・意見】 

 ○委 員：第６期計画では、重点課題が４つあったが、今計画はないのか。 

      重点課題に向かって進むのではないか。 

 ○事務局：４章の施策の方向性の中で流し込んでいく計画である。 

      重点課題を入れるかどうか、再度、計画全体を見てみたい。 

 

 ５．そ の 他  

①パブリックコメントの実施について 

 平成３０年１月２３日～２月１３日まで実施する。 

②第４回介護保険運営協議会について 

  平成３０年３月２０日（火）を予定したい。 

 

６．閉  会 


